
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

南あわじ市社会福祉協議会 

ボランティア 

センターだより 
2025 年 1月 

第 194号 

11 月 17 日（日）、南あわじ市総合防災訓練が倭文小学校をメイン会場として開催されました。 

今後 30 年以内に 70%～80%の確立で起こるとされている『南海トラフ巨大地震』を想定した

防災訓練で、住民や地域団体、企業、行政などが連携し、実践的な訓練実施となりました。 

 南あわじ市社協では、災害ボランティアセンターの活動紹介とあわせて、くらす連絡会（障がい

のある方やボランティア等）やほっとかへんネット（南あわじ市社会福祉法人連絡協議会）の２５

名の方と一緒に、訓練会場の見学を行いました。 

前半は、体育館での避難所運営訓練等に参加し、後半はグループに分かれて訓練の感想や気にな

ったことを参加者みんなで話し合いました。 

訓練に参加した障がいのある方からは「サイレンの音が

聞こえないので避難の初動が遅れてしまう。隣近所のサポ

ートが必要」「ひとり暮らしなので、不安な気持ちが大き

い。日頃から近所の方と良い関係性を作っておく必要を感

じた」等、さまざまな意見が出ました。 

実際に大きな地震が起きた際、行政のサポートには限界

があり、隣近所での助け合いが重要になることを改めて実

感することができました。日頃から地域や隣近所でのつな

がりづくりを進めておくことの大切さを再認識できた 1 日

でした。 

 

11 月 17 日（日）およそ８年ぶりに阿万地区単独防災・避難訓練が 

行われました。訓練では、一次避難所（集会所など）に集合し、二次避 

難所へ歩いて移動する避難訓練、消防団による煙体験ブースやＡＥＤ訓 

練、自治会女性部による炊き出し訓練、阿万小学校生徒による防災学 

習発表会などが行われ、約 1,200 人が参加しました。 

社協では、障がいのある方や高齢者などの要支援者を想定した避難

訓練を阿万地区上町自治会の協力のもと実施しました。当日は、阿万

小学校４年生が当事者役となり、２班に分かれ、１班は車いすに乗っ

た小学生を消防団、自治会の方が介助し、２班は小学生がペアとなり

アイマスクをした生徒を手引きしました。 

参加者からは「車いすの操作が思っていたより難しい。災害時は路

面の状況も悪いと思うのでこうした訓練を重ねていきたい」、「ア 

イマスクをしていると目が見えなくて不安になったけど、優しく声 

掛けしてくれたから安心して避難できた」などの声がありました。 

災害は「地域の状況がそのまま映し出される」と言われています。 

社協では、ひとりでも多くの命が救われるよう今後も地域と協力し、 

支援を必要とされる方の避難訓練を推進していきます。 

 

 

南あわじ市総合防災訓練に参加しました！ 

誰一人 見逃さない地域を目指して... 

～阿万地区防災の取り組み～ 
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登録サロン数 83 か所 

（R6.12 月現在） 

 

12 月 1 日（日）美菜恋来屋の入り口には、セーターやマフラ、可愛 

いあみぐるみや小物類がずらりと並び、お客さんの目を引いていました。 

編み物ボランティアを始めて今回で 4 年目になる「灘なでしこ」のみな 

さんによる作品で、売り上げは「淡路学園」に全額寄付しています。 

事の始まりは、灘の長谷寺の住職さんの話からでした。神戸の児童養 

護施設に訪問した際、両親のお墓を建てたいという女の子の話を聞き、 

メンバーに伝えたことがきっかけです。話に感銘を受けたグループのメ 

ンバーが自分たちの得意を活かして編み物作品を作り、売上金を寄付し 

ようと活動を始めました。 

メンバーからは、「目標があると 

頑張れる」「高齢になってきたが、 

身体が動く限り続けたい」との声 

があり、日常のつながりが希薄に 

なってきた中で好きなことがいろ 

んな人とつながりあえるきっかけ 

にもなっているように感じられました。 

 

12 月 15 日（日）ボーイスカウト三原第 4 団が開催し、団員と保護者が 

約 30 名参加しました。地域の高齢者４名が実演を交えながら、昔ながらの 

作り方を手ほどきしました。 

初めて藁に触る子もいて、慣れない作業に悪戦苦闘していましたが、優し 

く教えてもらいながらなんとか完成させ、「難しかったけど出来上がって 

うれしい」と笑顔を見せていました。 

今では簡単に手に入るしめ縄ですが、自分が一から作ったしめ縄は嬉しさ 

が増し、特別なものになったと思います。 

 

～今年も美菜恋来屋でチャリティーバザーを行いました～ 

～しめ縄づくり体験したよ！～ 

 

 

10 時～11 時 30 分 

            開催 
【日 時】 令和７年 

① １月 16 日（木） ② １月 30 日（木） ③ 2 月 13 日（木）  
④ 2 月 27 日（木） ⑤ 3 月 13 日（木） ⑥ 3 月 21 日（金） 
 

【場 所】 広田地区公民館（南あわじ市広田広田 1057-1） 
 
【対象者】 朗読ボランティア未経験または 3 ヶ月未満の方 
 
【定 員】 10 名（定員になり次第締め切ります） 

      ※全回出席できる方のみ申込み可能です。 


